
SPOTLIGHT TALK 05

　今年度、新たな助成として ○地域の活性化に貢献する文化活動 ○高校生対象の文化・
教育研究活動 を創設いたしました。いずれも自主的、独自的、継続的に活動し、地域と
のコミュニケーション、活力を生み出している団体を幅広く応援していきたいと考えており
ます。
　今年の十三夜は 10 月 6 日でした（片見月は縁起が…）。因みに供えたすすきを月見の
後に軒につるしておくと一年間病気をしないそうですのでご自愛を！（KK）
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神
楽
の
練
習
会
場
で
も
あ
っ
た
北
萱
浜
公
会
堂

（
神
社
か
ら
浜
へ
６
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
っ
た
場

所
）
に
保
管
し
て
い
た
用
具
・
楽
器
一
式
は
、
建

物
ご
と
さ
ら
わ
れ
た
。
会
員
ら
の
被
害
も
文
字

通
り
甚
大
だ
っ
た
。

　

当
時
、
北
萱
浜
神
楽
愛
好
会
の
会
長
を
つ
と

め
て
い
た
の
は
浅
倉
博
之
さ
ん
。
そ
の
彼
と
は「
歳

も
近
か
っ
た
の
で
良
い
こ
と
も
ワ
ル
い
こ
と
も
競
い

合
っ
て
や
っ
て
き
た
。
そ
の
浅
倉
君
が
こ
う
い
う
こ

と
で
亡
く
な
って
し
ま
っ
た
の
で
」
と
現
会
長
の
山

本
昭
彦
さ
ん
。
彼
の
志
は
自
分
が
継
ぐ
し
か
な
い

と
思
っ
た
と
い
う
。

　

山
本
さ
ん
は
自
分
の
家
が
神
社
の
目
の
前
だ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
神
楽
へ
の
愛
着
も
強
い
。
そ

の
家
は
津
波
で
流
さ
れ
た
が
、
神
楽
の
伝
承
に
思

い
を
定
め
、
迷
わ
ず
同
じ
場
所
に
再
建
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
先
輩
ら
が
演
る
の
を
当
た

り
前
に
あ
る
も
の
と
し
て
見
て
き
た
。
で
も
自
分

ら
が
演
る
よ
う
に
な
って
か
ら
、
と
て
も
珍
し
い
も

の
な
ん
だ
と
聞
か
さ
れ
た
。
ナ
ニ
が
珍
し
い
の
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
他
の
地
域
の
神
楽
も

意
識
し
て
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。
こ
の
貴

重
な
も
の
を
自
分
た
ち
の
代
で
絶
や
し
た
く
な
い
、

会
長
を
買
って
出
た
も
う
一
つ
の
理
由
だ
っ
た
。

　

会
員
ら
の
気
持
ち
が
一
段
落
し
た
こ
ろ
合
い

を
み
て
声
を
か
け
た
。「
今
後
の
活
動
を
ど
う
す

る
？
」。
何
と
か
で
き
る
も
の
な
ら
残
し
て
い
き
た

い
と
い
う
会
員
の
気
持
ち
が
確
か
め
ら
れ
た
。
何

と
か
す
る
の
は
「
ま
ず
用
具
の
新
調
。
そ
の
費
用

の
支
援
先
を
懸
田
弘
訓
さ
ん
（
県
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
）
に
相
談
し
ま
し
た
」。
文
化
庁
と

福
島
県
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
用
具

調
達
の
目
当
て
が
つ
い
た
。

　

問
題
は
人
だ
っ
た
。
気
持
ち
に
一
区
切
り
つ
い

た
と
は
い
え
、
会
員
ら
が
被
っ
た
、
言
葉
に
な
ら

な
い
ほ
ど
の
被
害
は
な
く
な
ら
な
い
。
ま
た
、
主

役
の
天
狗
を
舞
っ
て
い
た
会
員
は
避
難
先
の
千
葉

県
で
新
し
い
生
活
に
入
って
い
た
。
あ
て
に
す
る
の

は
無
理
と
判
断
、
昨
年
11
月
か
ら
再
開
し
た
練

習
で
は
急
遽
、
吉
村
真
彦
さ
ん
が
舞
う
こ
と
に

な
っ
た
。「
天
狗
は
若
い
人
じ
ゃ
な
い
と
無
理
な
ん

で
す
。
舞
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
い
る
ん
で
す
が
、

動
き
が
激
し
い
の
で
も
う
息
が
続
か
な
い
。
で
も

吉
村
君
だ
っ
て
、
な
ん
ぼ
に
な
っ
た
？　

38
？　

も
っ
と
若
い
人
に
受
け
継
い
で
い
か
な
い
と
」
と
山

本
会
長
。

　

江
戸
時
代
、
天
明
の
大
飢
饉
で
全
人
口
の
約

３
分
の
２
を
失
っ
た
相
馬
藩
は
、
文
化
年
間
か
ら

弘
化
年
間
（
１
８
０
０
年
代
前
半
）
継
続
的
に

移
民
政
策
を
実
施
し
た
。
北
陸
諸
藩
（
現
在
の

新
潟
・
富
山
・
石
川
・
福
井
な
ど
各
県
）
か
ら
、

合
わ
せ
て
１
万
人
前
後
が
入
植
し
た
と
い
わ
れ
る
。

「
天
狗
舞
」
は
そ
の
入
植
者
が
こ
の
地
に
伝
え
た
。

嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
）
に
50
戸
が
越
後
か
ら

「北
きたかい ば ま

萱浜の神楽と天狗舞」
北萱浜神楽愛好会（南相馬市原町区）

脈打つ先駆精神、
絶やさず子らに !!

北萱浜神楽愛好会会長 山本昭彦
さん。本来は三役を置きたいが当
面は一人で兼ねるしかない情況だ
という

天狗跳ぶ！ このような動きが
随所に取り入れられて見せ場
となっている。天狗役に若さ
が求められるゆえんだ

北萱浜稲荷神社での練習風景。囃子は
笛３と大太鼓・小太鼓各１（それぞれ社壇
と呼ばれる台に据えて一人で打つ）

入
植
、
そ
の
お
り
に
悪
魔
退
散
の
た
め
に
舞
っ
た

も
の
と
も
い
わ
れ
る
。
ま
さ
に
大
災
害
か
ら
の
復

活
と
新
生
に
身
一
つ
で
挑
ん
だ
、
祖
先
た
ち
渾
身

の
〝
は
じ
ま
り
の
舞
〟
だ
っ
た
の
だ
。

　
「
北
萱
浜
の
神
楽
と
天
狗
舞
」
は
、「
神
楽
」

「
剣
舞
」「
天
狗
舞
」
か
ら
成
る
。
そ
の
三
つ
目

の
「
天
狗
舞
」
が
「
北
萱
浜
の
天
狗
舞
」（
南

相
馬
市
指
定
民
俗
文
化
財
）
だ
。、
こ
れ
も
ま

た
「
か
ら
手
舞
」「
幣
束
舞
」「
天
狗
と
獅
子
の

剣
舞
」
の
三
部
か
ら
成
る
。
俗
に
「
天
狗
と
獅

子
の
喧
嘩
」
と
い
わ
れ
る
剣
舞
の
立
ち
回
り
が
見

せ
場
で
、
一
般
に
は
悪
霊
を
退
散
さ
せ
る
霊
獣
で

あ
る
は
ず
の
獅
子
が
こ
こ
で
は
悪
さ
を
な
す
も
の

と
な
り
、
そ
れ
を
天
狗
が
調
伏
す
る
。

　
「
ふ
る
さ
と
の
祭
り
２
０
１
４
」（
10
月
４‐５
日・

福
島
市
「
四
季
の
里
」）に
向
け
た
練
習
を
見
た
。

全
体
で
40
分
前
後
か
か
る
「
天
狗
舞
」
を
〝
喧

嘩
〟
を
中
心
に
15
分
ほ
ど
に
短
縮
し
た
も
の
だ
っ

た
が
、舞
い
終
え
た
吉
村
真
彦
さ
ん
の
息
が
上
がっ

て
い
た
。「
い
や
あ
、
今
年
３
月
に
舞
って
以
来
な

ん
で
、
体
力
ヤ
バ
イ
で
す
ね
。
ま
た
走
り
込
ま
な

く
て
は
」と
反
省
。
家
は
萱
浜
な
の
で
神
楽
は
知
っ

て
い
た
が
、
天
狗
舞
の
存
在
は
愛
好
会
に
入
っ
て

初
め
て
知
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
舞
う
か
ら
に
は

「
も
っ
と
高
く
ジ
ャ
ン
プ
す
る
！ 

ふ
ら
つ
か
ず
に
見

せ
場
を
つ
く
る
！
」
と
意
気
込
み
を
弾
ま
せ
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
」
と
は
、
ま
た
「
き
ず
な
」
と
は
、

否
応
な
く
立
ち
合
わ
さ
れ
た
過
酷
さ
を
凌
い
で

ゆ
く
合
間
に
見
出
さ
れ
た
喜
び
を
よ
り
合
わ
せ
、

編
み
上
げ
共
有
さ
れ
た
過
去
と
い
う
も
っ
と
も
確

か
な
支
え
の
こ
と
だ
っ
た
か
…
…
そ
ん
な
思
い
を
か

き
立
て
ら
れ
る
「
北
萱
浜
の
天
狗
舞
」
だ
。
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　南相馬市原町区北萱浜地区には、ほかでは見ることのできない貴重な
「天狗舞」が「北萱浜神楽愛好会」の人々によって伝承されてきました。
しかし先の大震災では95戸の集落のうち65戸が津波で流され、愛好会
の会長を含む 53 人の方々が犠牲になりました。さらに原発事故により北
萱浜の人々はちりぢりとなり、その継承が危ぶまれました。それでも、辛
うじて流失をまぬがれた鎮守稲荷神社の修復を拠り所に愛好会会員は再
結集。震災から３年後の 2014 年３月 16 日、社殿修復落成記念の祭り
で「天狗舞」の奉納を復活させました（写真は「天狗と獅子の剣舞」）。
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はじまりの「天狗舞」
北萱浜の天狗舞（南相馬市）
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東邦銀行教育・文化財団の助成金交付先対象団体について、１．平成26年度下期文化・スポーツ活動（平成26年10月から平
成27年3月までの期間に実施予定の文化・スポーツ活動）は次の21団体（助成金額250万円）、２．地域の活性化に貢献す
る文化活動は次の１団体（助成金額10万円）、３．高校生対象の文化・教育研究活動は次の４団体（助成金額40万円）に決定
しました。（助成金総額300万円）	

助成金交付先対象団体と活動

新
た
な
助
成
の
創
設
お
よ
び

募
集
要
項
の
改
定
に
つ
い
て

TOPICSTOPICS

１．平成 26 年度下期文化・スポーツ活動（決定）団体と活動名（文化 11 団体・スポーツ 10 団体）
　団　体　名 助成対象活動名 開催日・開催場所

文
化
部
門

福島県歌人会（福島市） 第62回福島県短歌祭 H26.10.19（日）
グリーンパレス

北斗の会（福島市） 「福島自由人」第29号発行 発行日／H26.11.1（土）

福島県写真連盟（福島市）　 第42回福島県写真展　 H26.11.18（火）～24（月）
福島県文化センター

男声合唱団トリンクリート（福島市） メサイア全曲演奏会 H27.2.8（日）　
福島市音楽堂大ホール

みんなで歌う第九の会（郡山市） みんなで歌う第九の会（第2回特別演奏会） Ｈ26.12.23（火・祝）
郡山市民文化センター

郡山男声合唱団ドンカラック（郡山市） 郡山男声合唱団ドンカラック創立15周年記念演奏会復興祈念 H27.3.14（土）　
郡山市民文化センター中ホール

郡山マンドリンクラブ（須賀川市） 第13回　定期演奏会 H26.11.22（土）　
ポラリス保健看護学院内　

ときわグリーン・ハーモニー（田村市）　 ときわグリーン・ハーモ二―16周年記念演奏会　 H26.11.30（日）　
田村市文化センター

会津葦名一族研究会（会津若松市） 至徳元年黒川城築城630周年事業 Ｈ26.11.17(月）～18（火）　
会津稽古堂1Fホール＆G

会津第九の会（会津若松市） 会津「第九」演奏会2014 Ｈ26.12.21（日）
會津風雅堂

女声合唱団月曜コール（いわき市） 女声合唱団月曜コール　第21回定期演奏会 H26.11.8（土）　
いわき市文化センター　大ホール　

ス
ポ
ー
ツ
部
門

国見ソフトボールスポーツ少年団（伊達郡） 第29回国見町ソフトボールスポーツ少年団駅伝大会 H.26.11.16（日）　
国見小学校校庭

二本松ミニバスケットボールクラブスポーツ少年団
（二本松市）

二本松ミニバスケットボールクラブスポーツ少年団
創立20周年記念　第15回まゆみカップ

Ｈ.26.11.29（土）・30（日）
二本松市城山第二体育館

桜スポーツ少年団ソフトボール部（郡山市） 桜スポーツ少年団ソフトボール部40周年記念大会 H.26.10.12(日）　　
湖南スポーツ広場他　

行健バレーボールスポーツ少年団（郡山市） 行健バレーボールスポーツ少年団20周年記念大会 H.26.11.2（日）
明健小　行健第2

青空会父兄会（郡山市） 第22回青空会会旗争奪ソフトボール大会 H.26.11.8（土）・9（日）
田村スポーツ広場

郡山カーリングクラブ（郡山市） 一般県民、地域住民に広く参加機会を与える活動 H.26.11 ～ H.27.３ 
磐梯熱海アイスアリーナ

須賀川牡丹ソフトボールスポーツ少年団（須賀川市）第17回牡丹杯親善ソフトボール大会 H.26．10．18（土）・19（日）
須賀川市民スポーツ広場他　

郡山ブレインズ（田村郡） 郡山ブレインズ記念交流大会 Ｈ.26.11.9（日）・16（日）
三春野球場　他3球場

ほおの木ソフトボールスポーツ少年団（喜多方市） 第9回ほおの木杯児童ソフトボール大会 H.26.10.5（日）　
喜多方市熱塩加納町G　

いわき市レスリング協会（いわき市） 設立記念（いわき市レスリング協会5周年記念）大会　 H.26.11.1（土）　
クリナップ㈱井上記念体育館　

２．地域の活性化に貢献する文化活動（決定）団体と活動名（1 団体）
　団　体　名 助成対象活動の内容 活動場所

黒岩春日神社雅楽部 黒岩春日神社祭礼時御神楽の奉奏、各種団体の要請により
演奏・雅楽稚児舞を披露。

黒岩春日神社の御神楽奉奏、各地域
の式典やイベント等で雅楽を披露

３．高校生対象の文化・教育研究活動（決定）団体と活動名（４団体）
　団　体　名 助成対象活動の内容 活動場所

県立好間高等学校　フラサークル「ウイラニ・オーラパ」年間を通じてフラダンスの活動を実施。仮設住宅慰問		老人介護施設訪問		地域復興イベント参加。 いわき市内を中心

県立二本松工業高等学校　コンピュータ同好会 ロボットコンテストの出場を目指してロボット製作。 当校の部室を借用して活動

県立二本松工業高等学校　地域支援同好会 特別支援学校の話を聞いて、障害を克服することができる
治具の開発。 当校の部室で活動

県立会津高等学校　剣舞委員会 昭和28年より白虎隊墓前祭において剣舞の奉納を実施。 会津若松市飯盛山

（
ｂ
）
応
募
団
体
の
所
属
す
る
高
等
学
校

（
含
む
高
専
）
の
学
校
長
の
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
こ
と

（
ｃ
）
連
絡
責
任
者
（
含
む
助
成
金
の
受

取
り
）
は
、
応
募
団
体
の
所
属
す
る
高
等

学
校
（
含
む
高
専
）
の
教
職
員
が
当
た
る

こ
と

Ｂ.

対
象
と
な
る
活
動

（
ａ
）
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
等
で
の
ユ
ニ
ー
ク

な
研
究
や
活
動

（
ｂ
）
生
徒
た
ち
の
自
主
的
な
社
会
貢
献

活
動
、
環
境
保
護
活
動
等

（
ｃ
）
そ
の
他
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
構
築
す
る
活
動
等

Ｃ.

選
考
方
法

（
ａ
）
特
に
申
込
み
受
付
期
間
は
設
け
ず
、

高
等
学
校
（
含
む
高
専
）
の
学
校
長
の
推

薦
を
受
け
た
申
請
で
あ
れ
ば
、
年
間
を
通

じ
随
時
受
付
い
た
し
ま
す
。

（
ｂ
）
審
査
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
理
事

会
で
決
定
（
毎
年
３
月
、
９
月
予
定
）
い

た
し
ま
す
。

（
３
）
助
成
金
額

Ａ.

一
件
あ
た
り
５
万
円
〜
10
万
円
を
目
途

に
対
象
に
応
じ
そ
の
都
度
個
々
に
決
定
し

ま
す
。

Ｂ.

審
査
に
お
い
て
特
に
優
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
た
活
動
に
つ
い
て
は
、
３
年
以
内
の
継

続
助
成
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

当
財
団
は
平
成
５
年
に
設
立
以
来
、
県
内
の

文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
的
と
す
る
助
成

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
般
新
た
に
二

つ
の
助
成
を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。

Ⅰ
．
新
た
な
助
成
の
創
設

	

１
．
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
文
化
活
動

（
１
）
創
設
の
趣
旨

　

県
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
を
中
心
と
し
た
文
化
団

体
で
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
左
記
文
化
活
動
を
継
続
し
て
活

動
し
て
い
る
団
体
を
当
財
団
が
随
時
選
ん
で
助

成
、
支
援
い
た
し
ま
す
。

（
２
）
助
成
の
概
要

Ａ.

対
象
と
な
る
活
動

（ａ
）
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
文
化
（
民
族

芸
能
）
や
郷
土
の
歴
史
、
食
文
化
等
の
保

存
と
伝
承
、
後
継
者
の
育
成
活
動

（
ｂ
）
子
供
た
ち
（
児
童
、
生
徒
）
の
健

全
育
成
を
図
る
た
め
の
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
、
自
然
保
護
、
環
境
保
護
の
た
め
の
活

動
等

Ｂ.

選
考
方
法

（ａ
）
随
時
、
当
財
団
で
そ
の
活
動
内
容
、

実
態
を
確
認
し
た
上
で
選
出
い
た
し
ま
す
。

（
ｂ
）
審
査
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
理
事

会
で
決
定
（
毎
年
３
月
、
９
月
予
定
）
い

た
し
ま
す
。

（
３
）
助
成
金
額

　

一
件
あ
た
り
５
万
円
〜
10
万
円
を
目
途
に
対

象
に
応
じ
そ
の
都
度
個
々
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

	

２
．
高
校
生
対
象
の
文
化
・
教
育
研
究
活
動

（
１
）
創
設
の
趣
旨

　

福
島
の
復
興
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
く
県
内

の
高
校
生
（
高
専
は
３
年
生
ま
で
に
限
る
）

を
対
象
に
、「
文
化
・
教
育
活
動
」
面
で
の
自

主
性
、
独
自
性
を
生
か
し
た
活
動
を
幅
広
く

支
援
助
成
い
た
し
ま
す
。

（
２
）
助
成
の
概
要

Ａ.

応
募
資
格

（
ａ
）
県
内
高
等
学
校
（
高
専
は
３
年
生

ま
で
に
限
る
）
に
在
学
す
る
生
徒
に
よ
っ
て

構
成
、
活
動
し
て
い
る
共
同
研
究
グ
ル
ー

プ
、
同
好
会
、
愛
好
会
等
（
複
数
校
に
よ

る
構
成
可
）

Ⅱ
．
募
集
要
項
の
改
定

　

前
記
、
新
た
な
助
成
事
業
創
設
に
と
も
な

い
、
現
行
募
集
要
項
を
左
記
の
と
お
り
改
定

し
ま
し
た
。

	　
募
集
要
項
の
一
部
改
定

改
定
理
由
…
現
行
基
準
の
「
対
象
経
費
」

を
見
直
し
、
通
常
活
動
に
係
る
経
費
を
認
め

る
こ
と
で
、
申
請
し
易
く
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
［
募
集

要
項
Ⅰ
・
Ⅱ
］
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

改定後 改定前
募集要項Ⅰ

募集要項

Ⅰ .	文化・スポーツ活動
Ⅱ .	地域の活性化に貢献
					する文化活動 ( 新設 )

募集要項Ⅱ (新設 )

Ⅰ .	高校生対象の文化・	
　		教育研究活動

当
財
団
の
奨
学
金
事
業
に

つ
い
て

１
．
奨
学
生
採
用
状
況

　
平
成
26
年
度
奨
学
生
33
名
を
採
用
、
昭
和
58
年

か
ら
現
在
ま
で
４
１
７
名
に
奨
学
金
を
給
付
い
た
し

ま
し
た
。（
平
成
24
年
に
当
財
団
が
（
財
）
東
邦
育

英
会
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。）

２
．
平
成
26
年
度
奨
学
生
の
抱
負
・
目
標

　
　
（
近
況
報
告
よ
り
）

・ 

サ
ー
ク
ル
に
入
り
活
動
し
、
ま
た
休
暇
を

利
用
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

た
い
。

・ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
海
外

留
学
し
て
み
た
い
。

・ 

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、「
働
く
」
こ
と
を
身
を

も
っ
て
体
験
し
た
い
。

・ 

社
会
人
と
し
て
、
国
や
社
会
の
人
に
役
立

て
る
大
人
に
な
り
た
い
。

・ 

教
員
と
な
り
、
地
元
福
島
の
た
め
に
力
に

な
り
た
い
。

３
．
平
成
27
年
度
奨
学
生
の
内
定
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
９
月
の
理
事
会
で
、
平
成
27
年
度
奨

学
生
15
名
を
内
定
い
た
し
ま
し
た
。

４
．
奨
学
生
の
募
集

　
平
成
28
年
度
の
新
規
奨
学
生
の
募
集
は
、
平
成

27
年
５
月
の
予
定
で
す
。

★
お
問
い
合
わ
せ
は
：
公
益
財
団
法
人　
東
邦
銀

行
教
育
・
文
化
財
団
事
務
局　
奨
学
金
担
当

　

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
４‐５
２
３‐５
８
８
２
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

TOPICS
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史
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佐
志
馬
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現
在
、
家
庭
に
あ
る
こ
け
し
は
昭

和
戦
後
に
作
ら
れ
た
作
品
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
頃
は
全
国
的
に
こ

け
し
人
気
が
高
ま
っ
た
時
代
で
、
各

地
で
こ
け
し
愛
好
家
の
活
動
が
盛
ん

に
な
っ
た
り
、
百
貨
店
で
こ
け
し
の
展

示
・
即
売
会
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
こ
け
し
工
人
の
数
も
現
在

よ
り
ず
っ
と
多
く
、
福
島
市
の
土
湯

温
泉
で
は
温
泉
街
の
あ
ち
こ
ち
に
こ

け
し
工
房
が
見
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の

こ
け
し
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
部
屋
に
こ
け
し
を
飾
る
家

庭
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
け

し
産
地
の
東
北
で
は
玄
関
や
茶
の
間

に
こ
け
し
が
飾
ら
れ
て
い
る
風
景
は

ま
だ
ま
だ
あ
り
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
、
家
庭
の
こ
け
し
が
ど
ん
な

作
品
で
あ
る
か
は
意
外
と
一
般
に
は

知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
控
え
め
に
そ
っ
と

微
笑
む
こ
け
し
た
ち
は
何
気
な
く
私

た
ち
の
生
活
空
間
に
溶
け
込
ん
で
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
の
企

画
展
で
は
、
私
た
ち
の
周
り
に
あ
る

身
近
な
昭
和
戦
後
の
土
湯
こ
け
し
を

一
堂
に
紹
介
し
ま
し
た
。

■	

昭
和
戦
後
の

　

	

こ
け
し
人
気
と
土
湯

　

戦
後
ま
も
な
く
、
土
湯
は
山
村
の

湯
治
場
の
雰
囲
気
を
残
す
温
泉
地

で
、
昔
な
が
ら
の
古
い
宿
が
立
ち
並

ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
29

年
に
土
湯
村
大
火
が
起
こ
る
と
旅
館

や
共
同
浴
場
な
ど
が
焼
失
し
、
村
の

総
世
帯
数
の
半
数
が
罹
災
す
る
壊

滅
的
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
土
湯
村
は
昭
和
30
年
に
福
島

市
と
合
併
を
し
て
早
期
復
興
を
図

り
、
都
市
計
画
に
沿
っ
た
道
路
・
橋

の
新
設
、
旅
館
の
建
築
な
ど
を
進
め

ま
し
た
。
そ
し
て
火
災
か
ら
２
年
後

の
昭
和
31
年
、
土
湯
は
近
代
的
な

温
泉
街
へ
変
わ
り
、
新
た
な
温
泉
地

と
し
て
復
興
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
こ
の
頃
こ
け
し
は
「
新
型
こ

け
し
」
の
進
出
が
始
ま
り
、
伝
統

こ
け
し
よ
り
高
い
人
気
が
あ
り
ま
し

た
。「
伝
統
こ
け
し
」
は
東
北
の
風

土
に
根
ざ
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た

型
を
１
人
の
工
人
が
木
地
か
ら
描
彩

ま
で
仕
上
げ
る
の
に
対
し
、「
新
型

こ
け
し
」
は
新
た
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

た
作
品
を
工
場
な
ど
で
複
数
の
人
が

分
担
し
、
量
産
す
る
も
の
で
し
た
。

新
型
こ
け
し
は
人
気
の
高
ま
り
と
共

に
競
っ
て
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら

れ
、
昭
和
20
年
代
よ
り
全
国
で
様
々

な
作
品
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
伝
統
こ
け
し
は
人

気
が
低
迷
し
て
ゆ
き
、
伝
統
こ
け
し

工
人
た
ち
は
木
地
製
品
や
新
型
こ
け

し
作
り
な
ど
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。
福
島
で
も
昭
和
20

年
代
は
伝
統
こ
け
し
を
作
る
工
人
は

少
な
く
、
伝
統
こ
け
し
工
人
と
し
て

知
ら
れ
る
佐
久
間
由
吉
・
芳
衛
親
子

（
敬
称
略
。
以
下
同
様
）
は
主
に

家
具
の
部
品
や
木
型
作
り
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
20
年
代
終
わ
り
頃

に
な
る
と
伝
統
こ
け
し
回
帰
へ
の
動

き
が
始
ま
り
、
古
く
か
ら
受
け
継
が

れ
る
こ
け
し
本
来
の
姿
が
見
直
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
昭
和

28
年
、
伝
統
こ
け
し
の
愛
好
会
「
東

京
こ
け
し
友
の
会
」
が
発
足
し
ま
し

た
。
東
京
こ
け
し
友
の
会
は
翌
29
年

に
三
越
日
本
橋
で
こ
け
し
展
を
開
催

し
、
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
伝

統
こ
け
し
の
姿
を
広
く
一
般
に
紹
介

し
ま
し
た
。
ま
た
、
鳴
子
町(

現
在

の
宮
城
県
大
崎
市)

で
は
昭
和
23
、

27
、
28
年
と
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
け

し
祭
り
を
昭
和
32
年
以
降
毎
年
開

催
す
る
こ
と
と
し
、
産
地
か
ら
こ
け

し
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
す
る
動
き

も
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、

昭
和
31
年
に
一
般
向
け
の
こ
け
し
の

本
『
こ
け
し
』（
西
田
峯
吉
・
土
橋

慶
三
共
著	

美
術
出
版
社
）
が
出
版

さ
れ
る
と
、
伝
統
こ
け
し
の
真
の
姿

が
少
し
ず
つ
世
間
に
知
ら
れ
、
そ
の

魅
力
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
動
き
は
徐
々
に
大
き
く

な
り
、
昭
和
40
年
代
を
ピ
ー
ク
と
す

る
第
２
次
こ
け
し
ブ
ー
ム
へ
と
発
展
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
新
た
な
温
泉
地
と

な
っ
た
土
湯
で
は
、
伝
統
こ
け
し
人

気
の
影
響
を
受
け
て
こ
け
し
作
り
を

開
始
・
再
開
す
る
工
人
が
１
人
ま
た

１
人
と
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
昭
和
35
年
に
な
る
と
12
人

の
工
人
が
集
ま
っ
て
土
湯
こ
け
し

工
人
組
合
が
発
足
さ
れ
、
初
代

組
合
長
に
は
阿
部
広
史
、
副
組

合
長
に
佐
藤
佐
志
馬
が
選
ば
れ

て
い
ま
す
。
結
成
当
初
、
工
人

組
合
で
は
こ
け
し
用
材
の
共
同

購
入
や
、
技
術
向
上
の
研
修
、

情
報
収
集
の
他
、
福
島
駅
ビ
ル

で
の
こ
け
し
売
店
の
経
営
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
48
年
に
な
る
と
土
湯
こ

け
し
工
人
の
間
で
木
地
師
の
祖
惟
喬

親
王
を
祭
る
こ
け
し
堂
建
立
の
機
運

が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
土

湯
で
は
大
正
２
年
に
洪
水
で
流
失
し

た
薬
師
堂
再
建
と
い
う
永
年
の
望
み

も
あ
っ
た
た
め
、
二
つ
の
信
仰
を
習
合

し
た
「
薬
師
こ
け
し
堂
」
建
立
が
検

討
さ
れ
、
計
画
が
す
す
め
ら
れ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
49
年
11
月
、

薬
師
こ
け
し
堂
は
念
願
か
な
っ
て
落

慶
式
を
迎
え
、
翌
50
年
４
月
に
は
薬

師
こ
け
し
堂
の
祭
典
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
祭
典
は
土
湯
こ
け
し
祭
り

と
し
て
年
々
盛
大
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
今
年
は
39
回
目
が
開
催
さ

れ
た
全
国
で
も
代
表
的
な
こ
け
し
祭

り
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
鳴
子 
こ
け
し
の
町
の
魅
力
」

　
平
成
27
年
１
月
20
日
㈫
ま
で

　
地
階
第
二
展
示
室　

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

　
こ
け
し
を
大
切
な
文
化
的
・
観
光
的

財
産
と
し
て
育
て
て
き
た
鳴
子
は
、
戦

後
の
こ
け
し
人
気
の
高
ま
り
と
共
に「
こ

け
し
の
町
」
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、毎
年
９
月
に
開
催
す
る
「
全

国
こ
け
し
祭
り
」
は
各
地
の
こ
け
し
祭

り
の
中
で
も
歴
史
が
古
く
、
今
年
は
第

60
回
と
い
う
記
念
の
年
を
祝
い
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
戦
前
の
鳴
子
こ

け
し
を
中
心
に
古
作
こ
け
し
約
３
３
０

点
を
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
け
し
の
町
・

鳴
子
の
魅
力
を
歴
史
、
祭
り
、
人
な
ど

様
々
な
角
度
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。

木
地
玩
具
コ
ー
ナ
ー

「
音
を
楽
し
む
木
地
玩
具
」

　
平
成
27
年
４
月
21
日
㈫
ま
で

　
鳴
り
こ
ま
、
人
形
笛
、
唐
人
笛
、
で

ん
で
ん
太
鼓
な
ど
、
こ
け
し
工
人
が
作

る
音
を
出
し
て
遊
ぶ
木
地
玩
具
約
75
点

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

《
企
画
展
予
定
》

「
ふ
く
し
ま
の
こ
け
し 

　
　
　
古
名
品
と
そ
の
系
譜
」

　
平
成
27
年
１
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

■
■
■



❼ ❻

東邦銀行教育・文化財団では、文化とスポーツの振興を図るため、地域に密着した活動
をする団体に助成を行っています。その中から今回は会津若松市の「会津そらの会」と、
郡山市の「喜久田ミニバスケットボールスポーツ少年団」の活動をご紹介します。

あ
の
と
き
の
感
謝
の
気
持
ち
を
！

　

東
日
本
大
震
災
後
、
福
島
県
で
は
ス

ポ
ー
ツ
の
活
動
が
で
き
な
く
て
子
ど
も

た
ち
は
辛
い
思
い
を
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
他

県
の
チ
ー
ム
が
活
動
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く

れ
た
こ
と
で
、
団
員
た
ち
は
や
っ
と
思
い
っ

き
り
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
が
で

き
た

─
そ
ん
な
当
時
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
た
い
と
い
う
関
係
者
ら
の
思
い
に
、

元
気
に
な
っ
た
福
島
も
見
て
も
ら
お
う
と
の

思
い
を
合
わ
せ
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
チ
ー

「
未
来
の
夢
と
希
望
を

  

感
じ
て
も
ら
い
た
い
！
」

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
科
学
館
が
無
い
会

津
地
域
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
を
通
し
て
大

き
な
夢
を
与
え
た
い
、
未
来
の
夢
と
希
望

を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
、
会
津
大
学
は
も

と
よ
り
福
島
県
内
の
企
業
が
「
は
や
ぶ
さ
」

を
支
援
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
─
─
と
企
画
さ
れ
た
宇
宙
フ
ェ
ア
で
す
。

展
示
品
に
は
貴
重
な
も
の
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
協
力
を
得
た
県
立
博
物
館
と
入
念
な

相
談
を
重
ね
た
ほ
か
、
関
係
団
体
か
ら
の

印
刷
物
や
展
示
ケ
ー
ス
の
提
供
な
ど
、
多

く
の
協
力
に
よ
って
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

宇
宙
科
学
研
究
所
の
准
教
授
で
〝
は
や
ぶ

さ
２
〟
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
吉
川

真
さ
ん
に
よ
る
『
日
本
の
宇
宙
開
発
と
そ

の
未
来
』と
題
し
た
特
別
講
演
と
映
画『
は

や
ぶ
さ
』
の
上
映
会
の
ほ
か
、
工
作
教
室

や
イ
ラ
ス
ト
の
展
示
等
の
お
楽
し
み
イ
ベ
ン

ト
も
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
「〝
は
や
ぶ
さ
２
〟
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ム
を
招
い
て
開
か
れ
た
の
が
こ
の
大
会
で
す
。

　

２
月
と
い
え
ば
雪
の
降
る
季
節
、
招
か

れ
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
た
ち
も
開

催
を
心
配
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
が
、
当
日

は
無
事
会
場
に
到
着
。
チ
ー
ム
を
迎
え
た

子
ど
も
た
ち
と
関
係
者
ら
は
、
待
ち
わ
び

て
い
た
再
会
に
元
気
よ
く
声
を
掛
け
あ
っ
た

り
握
手
を
し
た
り
、
約
２
６
０
人
と
な
っ
た

参
加
者
ら
の
気
持
ち
は
す
ぐ
に
一
つ
に
溶

け
合
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
開
会

式
が
終
わ
り
い
ざ

試
合
が
始
ま
る
と

選
手
た
ち
の
顔
は

真
剣
そ
の
も
の
、

懸
命
に
ボ
ー
ル
を

は
私
た
ち
の
生
命
の
秘
密
を
探
る
た
め
！
と

い
う
話
を
聴
い
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
し
ま
い
ま

し
た
！
」「
実
物
大
の
は
や
ぶ
さ
模
型
に
驚

い
た
！　

本
物
の
隕
石
は
持
っ
て
み
た
ら
想

像
よ
り
ず
っ
と
重
く
、
講
演
は
画
像
沢
山

で
ミ
ッ
シ
ョン
の
説
明
が
わ
か
り
や
す
かっ
た
」

な
ど
の
感
想
を
寄
せ
て
、
そ
ら
の
会
の
会
員

を
喜
ば
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
会
員
が
「〝
は

追
い
か
け
る
気
迫
の
プ
レ
ー
の
連
続
に
、
応

援
の
保
護
者
た
ち
も
声
が
枯
れ
る
ほ
ど
の

大
き
な
エ
ー
ル
を
送
って
い
ま
し
た
。

試
合
に
出
場
で
き
な
い
選
手
に
も

〝
チ
ャ
ン
ス
〟
を
！

　

普
段
な
か
な
か
試
合
に
出
場
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
ち
び
っ
こ
選
手
に
も
１
位
を
取
る

チ
ャ
ン
ス
！
─
─
と
い
う
こ
と
で
会
場
が
盛
り

上
がっ
た
の
が
、
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
フ
リ
ー

スロ
ー
大
会
で
す
。
保
護
者
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト

の
い
つ
に
も
増
し
て
の
大
き
な
声
援
を
受
け

て
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
戦
に
臨
ん
だ
選
手
た
ち
は
、

一
投
入
魂
の
シュ
ー
ト
を
競
い
〝
実
戦
〟
の

緊
張
感
を
味
わ
って
い
ま
し
た
。

や
ぶ
さ
２
〟
が
２
０
２
０
年
に
帰
還
す
る
こ

ろ
皆
さ
ん
は
大
学
生
や
社
会
人
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
と
一
緒
に
研

究
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け
る
と
、

自
分
の
将
来
に
〝
は
や
ぶ
さ
２
〟
の
飛
行

を
か
さ
ね
あ
わ
せ
な
が
ら
、
未
来
の
宙そ

ら

に
思

い
を
馳
せ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

手
作
り
で
は
や
ぶ
さ
の

実
物
大
模
型
を
展
示
！

　

会
津
そ
ら
の
会
の
皆
さ
ん
は
、「
は
や
ぶ

さ
の
実
物
大
模
型
を
手
作
り
す
る
」
こ
と

に
挑
み
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
手
書
き

の
図
面
で
、
必
要
な
段
ボ
ー
ル
の
量
を
計

算
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
大
掛
か
り
な

制
作
は
、
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
と
の
こ
と
で

す
が
、
無
事	

４・５ｍ
×
６ｍ
×
２・５ｍ
の
大

型
模
型
が
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
飾
り
、

来
場
者
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
わ
せ

て
展
示
さ
れ
た
福
島
県
内
の
〝
は
や
ぶ
さ
〟

支
援
企
業
の
展
示
品
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
は
、
地
元
の
企
業
も
宇
宙
開
発
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
よ
う
で

し
た
。

　

代
表
者
の
知
元
陽
子
さ
ん
は
、「
宇
宙

は
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
、
自
分

た
ち
が
宇
宙
の
一
部
な
の
だ
と
い
う
大
き
な

心
で
感
じ
、
知
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち

が
、
前
を
見
て
、
未
来
を
考
え
る
際
の
力

に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
冬
打

　

ま
た
大
会
後
の
表
彰
式
で
は
、
技
術
の

上
手
下
手
と
い
う
の
で
は
な
く
、
日
々
の
練

習
を
努
力
す
る
姿
や
試
合
中
の
行
動
か
ら

表
彰
選
手
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者

で
あ
る
喜
久
田
ミ
ニ
バス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年

団
の
特
別
規
定
に
よ
る
こ
の
優
秀
選
手
選

出
で
し
た
が
、
思
い
が
け
な
い
表
彰
に
う
れ

し
さ
の
あ
ま
り
泣
い
て
し
ま
う
子
も
出
現
。

ほ
か
の
受
賞
選
手
も
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
の

表
彰
だ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
喜
び
を
見
守
って

い
た
保
護
者
や
観
戦
者
ら
か
ら
も
熱
い
も
の

が
流
れ
出
し
、会
場
は
親
善
大
会
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
ふ
さ
わ
し
い
あ
た
た
か
さ
で
いっ
ぱ
い
と

な
り
ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
た
代
表
の
伊
藤
忍
さ
ん
は

「
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
が
こ
の
よ
う
に
い
き
い
き
と
活

動
・
交
流
で
き
る
こ
と
が
何
よ
り
も
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、

参
加
い
た
だ
い
た
各
ス
ポ
少
と
の
友
情
が
いっ

そ
う
深
ま
っ
た
こ
と
、
指
導
者
の
方
々
の
心

遣
い
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
大
会

を
振
り
返
って
い
ま
し
た
。

●
競
技
方
法
：
県
内
外
の
団
体
８
チ
ー
ム

　
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

【
優　
勝
】

　
ノ
ー
ス
リ
ト
ル
中
央
台
（
い
わ
き
）

【
準
優
勝
】

　
松
前
台
（
茨
木
県
）

フラッシュ

FLASH!!
かがやく東邦銀行教育 ･ 文化財団では、平成 27 年 4 月から 9 月までの期間内に活動計画がある文化・スポーツ

団体を対象に、平成 26 年 11 月 1 日～ 12 月 26 日まで助成申請の受付を行う予定です。
▶詳しくは当財団のホームページの「文化・スポーツに対する助成事業」をご覧いただくか、
　事務局☎（024）523-5882 までご照会ください。

助成団体の活動から

平
成
26
年
2
月
11
日
㈬
・
喜
久
田
小
学
校
体
育
館
（
郡
山
市
）

平
成
25
年
11
月
17
日
㈰
・
福
島
県
立
博
物
館
講
堂
（
会
津
若
松
市
）

平成 25年度下期
助成団体

「スポーツ部門」

平成25年度下期
助成団体

「文化部門」

「
は
や
ぶ
さ
２
」
実
物
大
模
型
（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

と
は
や
ぶ
さ
支
援
企
業
（
藤
倉
航
装
）
製
の
帰
還
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
（
奧
上
部
）

はやぶさを支援する会津大学のパネル
（手前）

工作教室風景

●
会
津
そ
ら
の
会

宇
宙
に
夢
中
！

〜
日
本
の
宇
宙
開
発
と
そ
の
未
来
〜

●
喜
久
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

復
興
支
援
喜
久
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

親
善
大
会

●お知らせ　助成申請のご応募お待ちしています

ち
上
げ
ら
れ
る
〝
は
や
ぶ
さ
２
〟
の
予
定
を

『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
帰
還
！
』
と
伝
え

て
い
く
こ
と
で
、
宇
宙
を
知
ら
な
い
方
と
専

門
家
と
の
懸
け
橋
に
な
り
、
裾
野
を
広
げ

ら
れ
た
ら
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
喜
久
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
り
な
が
ら
団
体
ス

ポ
ー
ツ
と
い
う
組
織
の
中
で
友
情
を
は
ぐ
く
み
、

団
員
１
人
１
人
の
自
立
と
い
う
成
長
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
13
年
４
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
現
団
員
数
25
名
。

　
平
成
23
年
に
設
立
さ
れ
た
「
会
津
そ
ら
の
会
」

は
、現
在
の
会
員
数
は
11
人
。
小
惑
星
探
査
機
「
は

や
ぶ
さ
」
の
偉
業
を
広
く
知
ら
せ
、
世
界
に
誇
れ

る
日
本
の
技
術
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
歴
史
、
技
術

者
の
情
熱
を
学
び
、
子
ど
も
た
ち
と
市
民
や
企
業

を
勇
気
づ
け
、
お
互
い
が
連
帯
し
発
展
す
る
こ
と

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。


